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平
成
28
年
度
決
算
報
告
と
町
の
財
政
状
況

わ
が
町
の
お
金
の
使
い
み
ち

一般会計
　

今
年
も
わ
が
町
の
台
所
事
情
を
お
知
ら
せ
す
る
時

期
が
来
ま
し
た
。
町
が
ど
の
よ
う
に
お
金
を
使
っ
た

の
か
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
町
の
決
算
状
況
を
公

表
し
ま
す
。
詳
細
は
、
財
政
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

歳
入
は
去
年
と
比
べ
る
と
９
億
９
、�

６
５
７
万
円
増
え
た
よ
。
こ
れ
は
平
成

28
年
度
か
ら
本
格
的
に
始
ま
っ
た
ふ
る

さ
と
納
税
の
寄
附
金
が
好
調
だ
っ
た
こ

と
と
、
税
収
が
少
し
回
復
し
た
こ
と
で

歳
入
総
額
が
増
加
し
た
ん
だ
。
歳
出
も

去
年
と
比
べ
て
13
億
４
，
１
４
０
万
円

増
え
た
ん
だ
。
実
施
し
た
主
な
事
業
は

９
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
る
か
ら
見
て

み
て
ね
。
民
生
費
は
今
年
度
も
引
き
続

き
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
中
学
校
卒
業

ま
で
の
子
ど
も
医
療
の
無
料
化
を
行
っ

て
い
る
の
で
増
加
と
な
っ
た
よ
。
住
み

や
す
い
町
に
す
る
た
め
、
今
後
も
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
く
ね
。
公
債
費
だ

け
ど
、
昨
年
に
比
べ
る
と
返
済
額
も
起

債
残
高
も
減
っ
て
い
る
け
ど
、
借
金
の

比
率
は
愛
知
県
内
で
は
高
い
方
な
ん

だ
。

　

ほ
か
に
も
７
つ
の
特
別
会
計
と
一
つ

の
企
業
会
計
が
設
け
ら
れ
て
い
る
ん

だ
。
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
の
た

め
に
財
布
を
分
け
て
管
理
し
て
い
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
ね
。
企
業
会
計
は
水

道
事
業
会
計
の
こ
と
で
、
幸
田
町
の
水

道
事
業
は
こ
こ
で
運
営
し
て
い
る
よ
。

限
ら
れ
た
財
源
を
生
か
し
な
が
ら
、
幸

田
町
で
は
様
々
な
事
業
が
進
め
ら
れ
て

い
る
ん
だ
よ
。

え
こ
た
ん
に
よ
る
解
説

町税
84億7,233万円
（55.1％）

民生費
48億4.767万円
（33.0％）

教育費
24億9,608万円
（17.0％）

総務費
21億35万円
（14.3％）

土木費
13億3,322万円
（9.0％）

衛生費
11億7,069万円
（8.0％）

公債費
８億9,836万円
（6.1％）

消防費
５億6,883万円
（3.9％）

農林水産業費
５億4,613万円
（3.7％）

分担金及び負担金
２億4,103万円
（1.6％）

使用料及び手数料 ２億3,206万円（1.5％）
地方譲与税 １億4,317万円（0.9％）
自動車取得税交付金 6,028万円（0.4％）
地方特例交付金 3,677万円（0.3％）
配当割交付金 3,224万円（0.2％）
地方交付税 2,062万円（0.1％）
ゴルフ場利用税交付金 1,961万円（0.1％）
株式等譲渡所得割交付金 1,676万円（0.1％）
財産収入 943万円（0.1％）
利子割交付金 683万円（0.0％）
交通安全対策特別交付金 531万円（0.0％）

諸支出金 ４億2,492万円（2.9％）
議会費 １億4,828万円（1.0％）
商工費 １億3,725万円（0.9％）
労働費 3,095万円（0.2％）
災害復旧費 90万円（0.0％）

国庫支出金
12億9,112万円
（8.4％）

寄附金
11億2,194万円
（7.3％）

繰越金
10億1,187万円
（6.6％）

県支出金
８億2,822万円
（5.4％）

地方消費税交付金
７億1,026万円
（4.6％）

諸収入
４億9,609万円
（3.3％）

繰入金
３億4,074万円
（2.2％）

町債
２億7,400万円
（1.8％）

歳入
153億7,068万円

歳出
147億363万円
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内訳
　町民税
　　34億4,858万円（ 40.7%）
　固定資産税
　　43億5,373万円（ 51.4%）
　たばこ税
　　 2億7,438万円（ 3.2%）
　都市計画税
　　 3億 281万円（ 3.6%）
　軽自動車税
　　 8,948万円（ 1.1%）
　入湯税
　　 335万円（ 0.0%）

歳出の使用目的
民生費…社会保障
教育費…�学校、社会教育、�

スポーツ振興など
総務費…�交通安全、選挙、�

文化振興など
土木費…�道路、橋りょう、�

河川、都市計画など
衛生費…保健衛生、清掃など
公債費…町債の返済
消防費…�消防、救急活動、�

防災
農林水産業費…�農業・林業�

の振興など
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　町の財政状況を分かりやすくするため、平成28年度の町の一般会計決算額を町の人口40,677人（平成29年
３月31日現在の住民基本台帳人口）で割り、町民１人当たりの金額に換算して、家計で使う項目に例えてみ
ました。

決算状況

幸田町の家計簿

■決算状況
会　　計　　名 歳入(a) 伸び率 歳出(b) 伸び率 差額(a)－(b)

一 般 会 計 153億7,068万円 6.9％増 147億 363万円 10.0％増 6億6,705万円

特　

別　

会　

計

土 地 取 得 特 別 会 計 68万円 97.9％減 68万円 97.9％減 0万円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 37億7,110万円 1.5％増 36億5,255万円 1.2％増 1億1,855万円
後期高齢者医療特別会計 3億5,984万円 9.4％増 3億5,957万円 9.6％増 27万円
介 護 保 険 特 別 会 計 17億3,427万円 7.4％増 16億4,222万円 5.1％増 9,205万円
幸田駅前土地区画整理事業特別会計 4億3,850万円 31.7％増 4億3,570万円 38.4％増 280万円
農業集落排水事業特別会計 3億6,104万円 6.0％増 3億5,205万円 6.2％増 899万円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 7億2,906万円 1.3％減 7億1,793万円 1.3％減 1,113万円

企業会計�
（税抜き）

水道事業�
会 計

収益的収支 7億7,540万円 0.9％増 6億2,582万円 0.8％減 1億4,958万円
資本的収支 1億3,407万円 2.7％減 3億9,768万円 3.4％増 ▲2億6,361万円

総　　　　合　　　　計 236億7,464万円 5.6％増 228億8,783万円 7.2％増 7億8,681万円

＊�歳入には翌年度繰越明許費（事業財源分）一般会計3,687万円、幸田駅前土地区画整理事業特別会計280万円を含む

●都市計画税の使いみち
　都市計画税は、都市計画事業などのための目的税で、
下表の事業に充てられています。

事業名称 事業費 都市計画税からの充当額
都市計画総務事業 7,047万円 2,627万円
土地区画整理事業 3,725万円 84万円
街路事業 411万円 155万円
公園事業 6,714万円 2,300万円
幸田駅前土地区画整理事業 4億3,570万円 8,524万円
公共下水道事業 7億1,793万円 1億6,591万円
合計 13億3,260万円 3億 281万円
＊�主に、下水道整備、幸田駅前区画整理、岩堀・六栗・
里地区の土地区画整理事業などに充当

●入湯税の使いみち
　入湯税は、鉱泉浴場における入湯に対し、入湯客に
課されるもので観光の振興および観光施設の整備等に
要する費用のための目的税で、下表の事業に充てられ
ています。

事業名称 事業費 入湯税からの充当額
観光事業 600万円 335万円
＊�主に、大井池、あじさい便所等観光施設運営などに
充当

広報こうた●2017（H29）11.17

収入 支出
食費（人件費）� 7万7,326円
医療費（扶助費）� 4万9,204円
ローン返済（公債費）� 2万2,085円
光熱水費（物件費）� 7万1,319円
自宅の修繕（維持補修費）� 5,692円
お祝い金、町内会費（補助費等）� 3万9,142円
貯金（積立金）� 1万8,092円
証券投資（貸付金）� 2,213円
仕送り（繰出金）� 3万6,124円
自宅の増改築（普通建設・災害復旧費）� 4万 277円
来季に支払うお金（繰越明許）� 906円
繰越金（実質収支）� 1万5,492円

合計� 37万7,872円

給料（町税等）� 29万3,175円
親からの援助（国・県支出金など）� 7万7,961円
ローンで賄っている額（町債）� 6,736円

合計� 37万7,872円

　家計と町の財政では、お
金の使い方も規模も違うた
め単純に比べられないとこ
ろもあるけれど、おおよそ
このようになるよ。
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１．財政健全化判断比率
　下表のとおり、いずれの指標についても早期健全化基準を下回っています。

健全化判断比率 早期健全化基準
実質赤字比率 ― 13.63%
連結実質赤字比率 ― 18.63%
実質公債費比率 6.5% 25.0%
将来負担比率 ― 350.0%

＊早期健全化基準…�財政健全化判断比率のいずれかが早期健全化基準以上の場合、財政状況はイ
エローカードである「早期健全化段階」となり、財政健全化計画を定めなけ
ればならない。

財政健全化判断比率の近隣市状況
市町村名 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

幸田町 ― ― 6.5% ―

岡崎市 ― ― ▲1.4% ―

西尾市 ― ― 2.9% 32.6%

蒲郡市 ― ― ▲0.8% ―

県平均 ― ― 2.8% 13.4%

＊全国の自治体の状況については、総務省のホームページをご覧ください。
（注）��健全化判断の指標は、数値が高いほど健全性が低く、逆に数値が低いほど健全性が高いと

判断される指標で、▲は赤字や資金不足がなく、より健全であることを示しています。

２．公営企業の資金不足比率
　下表のとおり、資金不足を生じた公営企業はありません。

資金不足比率 経営健全化基準
農業集落排水事業特別会計 ― 20.0%
下水道事業特別会計 ― 20.0%
水道事業会計 ― 20.0%

＊経営健全化基準…�各公営企業の資金不足額の、事業の規模に対する比率であり、経営健全化基
準(20％ )以上となった場合には、経営健全化計画を定めなければならない。

「―（バー）」で表示されている項目は、黒字のため数値が計上されていません。

平
成
28
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
」
に
よ
り
、
平
成
28
年
度
決
算
に
基

づ
く
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
公
営
企
業
の

資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す
。

指標で見る財政情報
　

財
政
健
全
化
法
は
平
成
18
年
に
北
海
道
夕

張
市
が
財
政
破
た
ん
し
た
こ
と
が
発
端
で
で

き
た
法
律
の
こ
と
だ
よ
。
こ
れ
に
よ
り
、
議

会
や
住
民
に
対
し
て
財
政
状
況
を
公
表
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
ん
だ
。

　

こ
の
数
値
が
基
準
を
一
つ
で
も
超
え
て
し

ま
う
と
、
財
政
健
全
化
計
画
を
作
成
し
な
い

と
い
け
な
く
な
る
ん
だ
よ
。
幸
田
町
は
ど
の

指
標
も
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
よ
。
今
後

も
健
全
財
政
を
心
掛
け
て
い
く
ね
。

え
こ
た
ん
に
よ
る
解
説

経常収支比率
経常的・義務的経費に
充てる割合
70～ 90％�…�適正
90％以上　…�要注意
28年度���84.8%

27年度�…��80.4%
26年度�…��82.0%

実質公債費率
借金の一般財源に
占める割合
10％以下�…�望ましい

28年度���6.5%

27年度�…��7.3%
26年度�…��7.7%

財政力指数
財政上の力を示す指数
指数が１以上の団体は
財政力の強い団体とい
える
28年度���1.06％

27年度�…��1.25%
26年度�…��1.22%
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認定こども園支援事業

平成28年度に実施した主な事業
　多世代の皆さまが生き生きできるまちを目指し、さまざまな事業を実施しました。その一部をご紹介します。

消防団第２分団詰所建設工事

問合せ　財政課�財政グループ�☎62－1111（内線353）�FAX63－5139

幸田小学校校舎増築工事

永野公園整備事業（トイレ整備）

老人福祉センター�エレベーター改修工事

学校給食用ＰＥＮ樹脂製食器購入

決
算
審
査
報
告

　

決
算
審
査
に
付
さ
れ
た
各
会
計
の
歳

入
歳
出
決
算
書
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
関

係
法
令
な
ど
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
計
数
は
正
確
で
、
予
算
の

執
行
は
お
お
む
ね
適
正
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
。

◎
一
般
会
計
・
特
別
会
計

　

�　

一
般
会
計
と
各
特
別
会
計
の
決
算

総
額
は
、
前
年
度
と
比
較
し
、
歳
入
・

歳
出
お
の
お
の
増
加
と
な
っ
た
。
歳

入
決
算
額
か
ら
歳
出
決
算
額
を
差
し

引
い
た
形
式
収
支
、
実
質
収
支
は
黒

字
で
あ
っ
た
が
、
単
年
度
収
支
は
赤

字
と
な
っ
た
。
町
税
な
ど
の
未
収
金

は
、
若
干
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

未
納
者
に
対
し
て
は
、
個
別
の
ケ
ー

ス
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
対
応
を

継
続
す
る
一
方
で
厳
正
な
措
置
も
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
主
要
な
財
政
指

標
で
は
、
公
債
費
比
率
は
年
々
着
実

に
減
少
し
て
い
る
が
、
経
常
収
支
比

率
は
改
善
を
必
要
と
さ
れ
る
。
今
後

も
計
画
的
な
起
債
に
留
意
す
る
と
と

も
に
、
経
費
の
節
減
と
事
業
の
効
率

化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

◎
水
道
事
業
会
計

　

�　

水
道
事
業
会
計
は
、
前
年
度
と

比
較
し
、
年
間
総
配
水
量
お
よ
び
年

間
総
有
収
水
量
と
も
に
増
加
し
て

い
る
。
総
収
益
お
よ
び
最
終
純
利
益

は
お
の
お
の
増
加
し
て
い
る
。
引
き

続
き
清
浄
で
安
価
な
水
の
供
給
に
向

け
、
施
設
の
耐
震
対
策
・
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
機
能
強
化
・
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
含
め
た
総
合
的
な
事
業
の
取
り
組

み
が
必
要
と
考
え
る
。

◎
総
評

　

�　

平
成
28
年
度
決
算
で
は
、
法
人
町

民
税
な
ど
が
増
加
し
、
町
税
お
よ
び

歳
入
全
体
で
も
前
年
度
を
上
回
る
増

収
と
な
り
、
財
政
指
標
の
健
全
化
率

は
、
健
全
な
数
値
と
判
断
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
し
か
し
、
今
後
は
法
人

住
民
税
の
一
部
国
税
化
の
問
題
な
ど

行
財
政
運
営
は
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
が
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
健

全
な
行
財
政
運
営
を
念
頭
に
、
事
務

事
業
の
見
直
し
や
改
善
を
推
し
進
め

さ
ら
な
る
住
民
福
祉
の
向
上
と
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
ま
い
進
さ
れ

る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　　
（
平
成
28
年
度
決
算
審
査
意
見
か
ら
）

幸
田
町
監
査
委
員　
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